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申込・問合せ　介護健康課健康　管理係　（☎７３－６６１４）

　毎年、冬が近づき気温が低くなると、ノロウイルス・インフルエンザが流行し
始めます。 
　ノロウイルスの主症状は吐き気、嘔吐、下痢、腹痛など、インフルエンザの主
症状は３８℃以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛などです。
　ノロウイルス・インフルエンザとも、予防には、「手洗い」と「うがい」が有
効的な感染予防法です。手洗いは、軽く流水で手をすすいだ後に普通の石鹸で 20
秒ほどよく手を洗い、その後流水で２０～３０秒間よく洗い流しましょう。

　インフルエンザについては「外出時のマスク着用」と「予防接種」も効果的な予防方法です。予防接種については本
人の意思（任意）に基づき接種することで７割から８割の方が感染を防ぐことができ、また感染しても軽い症状で治ま
ることが証明されています（市では、インフルエンザ予防接種の助成対象となる高齢者の方に予診票を送付しています
が、助成対象の期間は平成 27 年 12 月 31 日（木）までですのでご注意ください）。
　なお、マスクをしないで咳・くしゃみをするときはティッシュなどで口と鼻をおおい、他の人から顔を背け、１～２
ｍ以上離れて行い、その後は上記の方法で手洗いを実施しましょう。

　医療が発達した現在でも、血液は人工的に造ることも長期保存すること
もできず、病院で手術時などに実施する「輸血」に必要な血液を確保する
ためには、人々の善意の「献血」というボランティア行為に支えられてい
ます。勝浦市においても平成２６年度中には計４４４名の方、平成２７年
度も９月末までに計１８２名の方に献血にご協力をいただきました。
　毎年、献血者数は冬期および夏期に減少する傾向がありますので、これ
からの時期に一層のご協力をお願いいたします。

日　程 場　所 時　間

１１月２４日（火）・２５日（水） 国際武道大学 １０：００～１２：４５
１４：００～１５：３０

１２月４日（金）
勝浦市役所 １０：００～１１：４５

塩田病院 １４：００～１５：４５

　当日の体調や服用されている薬によって献血ができない場合がありますのでご了承ください。

献血に関する問合せ
　千葉県赤十字血液センター  ☎０４３－２４１－８３３２

ノロウイルス・インフルエンザに
気をつけましょう

「献血」に一層のご協力をお願いします

今後の献血実施予定
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申込・問合せ　介護健康課健康　管理係　（☎７３－６６１４）

　子どもによる大人用医薬品の誤飲が多く発生しています。
　子どもの行動の特徴を踏まえ、特に、向精神薬、気管支拡張剤、血圧降下剤および血糖降下剤は、
子どもが誤飲すると、中毒症状など入院を要するような重い健康被害を生じるおそれがありま
すので、家庭における保管については十分注意しましょう。

●家庭での医薬品の保管のポイント●
○子どもの手の届かない、見えない所に保管しましょう。
○保管する場合には、鍵のかかる場所に置く、取り出しにくい容器に入れるなど、複数の対策を
　講じましょう。

●子どもが医薬品を誤飲した際の相談機関●
　＜通話料は相談者負担＞
○公益財団法人 日本中毒情報センター
　大阪中毒１１０番（３６５日・２４時間対応）　☎０７２－７２７－２４９９
　つくば中毒１１０番（３６５日・９時～２１時対応）　☎０２９－８５２－９９９９ 
○小児救急電話相談（３６５日・１９時～２２時対応）
　プッシュ回線の固定電話・携帯電話から　☎局番なしの＃８０００
　ダイヤル回線、IP 電話、光電話から　☎０４３－２４２－９９３９
　＜通話料無料＞
○夷隅広域健康相談ダイヤル２４（３６５日・２４時間対応）　☎０１２０－１４３－２５１

　言語聴覚士と一緒に、手作りおもちゃを使っ
た集団遊びを実施します。身近にある日用品を
使って、おもちゃを作り、お子さんとふれあい
遊びをしませんか？

日　程　１２月１６日（水）
時　間　１０時３０分～１１時３０分
場　所　勝浦市こども館
対　象　乳幼児と保護者
参加費　無料
持ち物　水分補給できるもの
※事前申し込みの必要はありません。当日、会
場にお越し下さい。

●お誕生教室　
　対象：平成 26 年11月～12 月生まれの方
☞12 月 8 日㈫　受付：9：30 ～10：30
　保健福祉センター２階
※母子健康手帳・アンケート・使用中の歯ブラシ

●乳幼児健康相談　
　対象：0 歳～就学前のお子さま
☞12 月 8 日㈫　受付：13：30 ～15：00
　保健福祉センター２階
※母子健康手帳・アンケート

●子育て相談ぐんぐん（ことばの相談）
　＊要予約
☞12 月16 日㈬　
　受付：10：00 ～10：30　13：00 ～14：00
　こども館
※母子健康手帳

【各種健康相談】　  ※は持ちもの

子どもによる医薬品の誤飲事故に注意！

～子どもの成長と親の成長、
　　　　　その豊かな循環をめざして～

手作りおもちゃで遊ぼう
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K a t s u ura Topics

Katsuura Topi
cs

　名木緑風苑駐車場で１１月３・４日、大森
菊愛好会による菊の展覧会が行われ、会員の
皆さんが丹精込めて育てた自慢の菊が披露
されました。
　また、１１月６日から８日の期間に遠見岬
神社で行われた冨咲菊まつりにも協力出展
し、竹灯篭の幻想的な灯りとともに、訪れた
人々の目を楽しませました。

　１１月１日に芸術文化交流センターを会場として、文化祭
芸能発表会が開催されました。
　今年は「全国勝浦ネットワーク」の文化交流として、徳島県
勝浦町から「やっこ連」が、和歌山県那智勝浦町から「高芝獅
子舞保存会」が参加。「阿波踊り」「高芝の獅子舞」がそれぞれ
披露されました。
　文化祭では市民文化教室の作品展をはじめ、茶道会、書道・
写真・生花の展示、小中学生の書写展・美術展、短歌・俳句大
会など、さまざまな催しが行われました。
　なお、２１日までの開催期間においては囲碁・将棋大会も
行われ、芸術の秋に花を添えます。

　１０月２５日、市内沿岸部全域（勝浦・興津地区１６区の住
民および関係機関）を対象とした津波避難訓練が行われまし
た。
　地震発生から１０分で７ｍの津波が到達するとの想定での
訓練に、多くの市民が参加。小学校や高台などの津波避難場所
に、迅速に避難しました。
　その後、市役所では自主防災組織訓練が行われ、炊き出しや
初期消火を行ったり、搬送法やＡＥＤの使い方を学んだりし、
自分の命を自分で守る力（自助力）・地域で助けあう力（共助
力）の向上を図りました。
　また、今年度は「東日本大震災の記録～後世に残し伝えるた
めに～」と題し、防災講演会を開催。語り部に佐藤敬一氏を迎
え、震災の体験談を通じて、災害に対する日ごろの備えの重要
性について理解を深めました。

彩とりどりに開く大輪の菊
菊展覧会

芸術の秋を満喫
平成２７年度文化祭

いざ！というときに備えて
平成２７年度勝浦市防災訓練

見事に咲いた大輪の菊

オープニングで勝浦音頭を披露

那智勝浦町から参加した高芝の獅子舞

勝浦小学校へ避難する様子

佐藤敬一氏による講演
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Katsuura Topics

　１０月２１日、千葉県総合スポーツセンターにて、「救急法フェスタ2015」が開催され、勝浦市赤十字奉仕団か
ら出場した３チームが三角巾による包帯と担架搬送の技術を競う部門において、優秀な成績を収めました。
　救急法フェスタは、千葉県下の赤十字奉仕団が参加し、子どもから大人まで広く県民を対象に、日々の生活にお
ける事故防止の意識を高めることを主目的に、楽しみながら、いざという時に活かせる救命および応急手当の知識
と技術の向上を図る機会として行われている大会です。

　１０月３０日、行川アイランド駅の美化活動を
行っている吉野禮子さん（浜行川）にＪＲ東日本千
葉支社より感謝状が贈られました。
　吉野さんは同駅に、毎年四季折々の花を植え、乗降
する方々の目を楽しませてくれています。

　多年にわたる防犯思想の普及や少年非行防止に尽
力された功績により、渡邉隆雄さん（勝浦）に防犯功
労者表彰が、岡村朋子さん（興津）と岩瀬美智子さん
（興津）に少年補導功労者表彰がそれぞれ授与され
ました。

　茂原人権擁護委員協議会による人権教室が１０月２３日、勝浦小学
校で同校の１年生を対象に行われました。
　授業では、みんなが幸せになるためにはどうしたらよいのか？とい
う人権についての話をビデオや人形劇を通じて、分かりやすく説明。
　児童たちは、他人への思いやりや優しさの心について楽しく学習し
ました。

勝浦市赤十字奉仕団が活躍
救急法フェスタ２０１５

安全で安心なまちづくりに貢献
平成２７年度防犯功労者等表彰

駅の美化活動に貢献
ＪＲ東日本から感謝状

世界をしあわせに
人権教室

あおぞらチーム
（興津・上野地区赤十字奉仕団員）

優秀賞

わかしおチーム
（勝浦地区赤十字奉仕団員）

優秀賞

コスモスチーム
（総野地区赤十字奉仕団員）

赤十字賞

行川アイランド駅で表彰を受ける吉野さん

渡邉隆雄さん

「相手の気持ちを考えて」と児童に伝える
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スポ〜ツ＆カルチャ〜（敬称略）

◇陸上競技　※○内は順位
　男子　１年１００Ｍ　　①市川翔（北）②三上翔太（勝浦）
　　　　２年１００Ｍ　　①水野響（勝浦）②勝沼凌（勝浦）
　　　　　　　　　　　　③海老子川一己（興津）
　　　　共通２００Ｍ　　①勝沼凌（勝浦）③市川翔（北）
　　　　共通４００Ｍ　　①長沢壮留（勝浦）
　　　　共通１５００Ｍ　①長野力己（北）
　　　　共通走幅跳　　　①海老子川一己（興津）
　　　　　　　　　　　　②水野響（勝浦）
　　　　　　　　　　　　③黒川雅紀（北）
　　　　共通走高跳　　　①鈴木隆也（北）
　　　　共通砲丸投　　　①天野勇太（興津）
　　　　　　　　　　　　③岩瀬孝太郎（北）
　　　　４×１００Ｍリレー ①勝浦中　②北中
　女子　１年１００Ｍ　　②吉野愛美（興津）
　　　　２年１００Ｍ　　③佐瀬明弥（勝浦）
　　　　共通２００Ｍ　　③松崎澪（北）
　　　　共通走幅跳　　　②佐瀬明弥（勝浦）
　　　　共通８００Ｍ　　②西川海優（北）
　　　　　　　　　　　　③井上朋美（勝浦）
　　　　共通砲丸投　　　①出崎未来（勝浦）
　　　　　　　　　　　　③栗原由依（北）
　　　　４×１００Ｍリレー ②勝浦中

男子の部
　第１位　　北中学校

優秀選手賞
　男子３０００Ｍの部
　　藤澤智（勝浦中）・関将太郎（北中）・長野力己（北中）
　女子３０００Ｍの部
　　永山海紀（勝浦中）・西川海優（北中）

◇科学工夫作品の部
　　金賞　井上光咲（興津中３年）

◇科学論文の部
　　銀賞　和佐間晴基（興津中３年）
　　　　　荒井菜月・蓮池雪乃（興津中２年）

優良賞　井上光咲（興津中３年）　
　　　　鈴木萌（興津中３年）

◇スピーチの部
　第３位　吉野若菜（興津中３年）

海上保安協会外房支部長賞
　関葵彩（総野小１年）

勝浦署管内優秀賞
　醍醐愛　 （郁文小２年）
　渡辺愛琉（豊浜小４年）
　栗原梨穂（総野小５年）
　西川舞　 （上野小６年）
　三上亜彩（勝浦中１年）
　渡邉優依（勝浦中１年）

夷隅郡市新人戦
◇柔道
　男子個人　５０kg級　準優勝　須金武琉（勝浦）
　　　　　　　　　　　３　位　鈴木潤（北）
　　　　　　５５kg級　優　勝　鈴木徹平（勝浦）　
　　　　　　　　　　　３　位　清野琳太郎（勝浦）
　　　　　　　　　　　　　　　中村悠作（勝浦）
　　　　　　６０kg級　優　勝　須金駿（勝浦）　
　　　　　　７３kg級　優　勝　若海暁也（勝浦）　
　　　　　　　　　　　準優勝　伊吹学人（勝浦）　
　　　　　　　　　　　３　位　吉田幸生（北）　
　　　　　　９０kg級　準優勝　渡邊颯人（勝浦）　
　男子団体　準優勝　勝浦中　３位　北中
　女子個人　４８kg級　３位　山本真優（勝浦）
　　　　　　５２kg級　優勝　浅野千夏（勝浦）
　女子団体　３位　勝浦中
◇剣道　
　男子個人　優　勝　渡辺剣成（勝浦）　
　　　　　　準優勝　長野力己（北）
　男子団体　３位　北中
　女子団体　３位　北中
◇野球　優　勝　北中・興津中合同　
　　　　準優勝　勝浦中
◇バスケットボール　３位　勝浦中
◇バレーボール　準優勝　興津中
◇ソフトテニス
　男子個人　準優勝　大木陽太・鎌田太陽（北）
　　　　　　３　位　佐藤隆之介・渡辺颯葉（勝浦）
　男子個人１年生の部
　　　　　　優　勝　出水翔太・渡辺颯葉（勝浦）
　男子団体　準優勝　北中
　女子個人　３位　関夢叶・吉野和香菜（勝浦）
　女子団体　準優勝　勝浦中
◇卓球
　男子個人　優勝　土屋真治（勝浦）
　男子団体　優勝　勝浦中
　女子団体　３位　勝浦中

夷隅郡市英語発表会

夷隅郡市青少年読書感想文コンクール

夷隅郡市児童生徒科学作品展

夷隅郡市中学校駅伝大会
１０/１４

第１６回「未来に残そう青い海」
海上保安庁図画コンクール
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マイステージ

優　勝　　赤羽根チーム
準優勝　　串浜チーム
３　位　　出水チーム

優　勝　ミルキーウェイ　準優勝　勝浦ドラゴンズ

秋季市民野球大会
１０/４・２５　北中学校

優　勝　　カマラッサ勝浦ＦＣ

形　中学生男子の部
　　準優勝　渡辺勇気（勝浦中１年）
　　（日本武道館武道学園所属）

優　勝　興津中学校

男子の部　優　勝　パレード　　　
　　　　　準優勝　清海　　　　　　
　　　　　３　位　Ｖ☆ＭＡＸ　　　

女子の部　優　勝　ドリブラーズ
　　　　　準優勝　おきつ
　　　　　３　位　勝浦小愛育会・豊浜マリンズ

男子の部
　優　勝　　小川洋二・篠宮俊弘組（勝浦クラブ）
　準優勝　　石井　誠・桐川庄司組（勝浦クラブ）
　３　位　　関口海斗・磯野友樹組（大多喜高）
　　　　　　秋山駿介・新戸康介組（大多喜高）
女子の部
　優　勝　　田中あゆみ・小髙里紗組（大多喜高）
　準優勝　　青木理恵・河村智香組（勝浦クラブ）
　３　位　　江澤優香・森芙由己組（大多喜高）
　　　　　　石塚美香・石井和里組（勝浦クラブ）

◇レギュラーの部
　①髙宮城圭介（関谷）  　61.0［36.0］
　②清水　雄士（沢倉）  　63.0［24.0］
　③小澤　次雄（墨名）  　63.8［31.2］
◇シニアの部
　①岩瀬　安博（市野川）65.6［26.4］
　②髙橋　昭　  （守谷）  　67.6［26.4］
　③鈴木　庄吾（松野）  　67.6［14.4］
◇レディースの部
　①渡辺きみよ（市野川）64.6［26.4］
　②森山　蘭　  （墨名）  　69.2［16.8］
　③小髙左起子（墨名）  　70.2［16.8］
◇ベストグロス賞 
　さくらコース　清水　浩  　（墨名）84
　　　　　　　　森井　彰一（墨名）84
　さつきコース　板橋　甫  　（川津）79
　つつじコース　横尾　博史（墨名）72
※［　］内はハンデキャップ

市
短
歌
会

保
育
所
に
孫
送
迎
せ
し
頃
の

楽
し
き
想
い
で
今
も
忘
れ
じ鈴

木
政
雄

土
砂
降
り
に
投
稿
葉
書
の
不
足
分

二
円
を
取
り
に
赤
い
バ
イ
ク
で

大
槻
晏
子

夏
の
朝
空
を
仰
ぎ
て
散
歩
す
る

雄
雉
一
羽
餌
を
啄
む

藤
江
あ
け
み

こ
が
ね
色
稲
穂
実
り
て
雨
に
濡
れ

作
り
手
思
い
つ
畔
道
を
ゆ
く遠

藤
久
子

た
れ
の
た
め
花
開
く
の
か
た
だ
一
日

う
す
紅
色
に
芙
蓉
は
咲
け
り黒

沼
令
子

折
り
折
り
に
花
を
植
え
て
娘
は
帰
る

百
日
草
は
今
を
盛
れ
り

渡
辺
洋
子

お
盆
き
て
ミ
ン
ミ
ン
蝉
に
希
い
告
ぐ

先
祖
御
霊
に
調
べ
奏
で
よ

松
村
憲
子

夏
一
夜
波
の
ご
と
く
に
押
し
寄
せ
し

子
等
戻
り
行
き
熱
き
茶
啜
る

小
沢
き
み
枝

「
長
崎
の
鐘
」
の
由
来
を
聞
い
た
時

平
和
の
道
よ
永と

わ久
に
響
け
と柴

代
信
子

秋季市民ゲートボール大会
１０/１８

茂原リーグ（８人制サッカー・５年生大会）
順位決定戦　１０/１２　茂原小学校

第７回太平洋杯交流空手道選手権大会
１０/２５

市内秋季中学校バレーボール大会
１０/１８　勝浦中学校体育館

第４４回市民バレーボール大会
１０/２５　国際武道大学体育館

第４１回勝浦市秋季ソフトテニス大会
１０/８　荒川テニスコート

第６７回勝浦市民春季ゴルフ大会
１０/２８　勝浦ゴルフ倶楽部

※
お
願
い

　誤
植
を
避
け
る
た
め
、「
楷
書
」
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　12
月
18
日
発
行
号
は
、
俳
句
の
予
定
で
す
。
11
月
26
日
ま
で
に
投
稿
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

毎
日
を
う
え
向
い
て
歩ゆ

く
と
決
め
た
の
に

つ
ま
づ
き
や
す
く
な
り
て
か
な
し
い

吉
野
佳
世
子

孫
娘
の
結
婚
式
に
招
か
れ
て

一
時
よ
ぎ
る
亡
夫
の
面
か
げ佐

藤
歌
子

実
り
秋
稲
穂
は
お
も
く
黄
金
色

ひ
ろ
き
稲
田
は
海
原
の
ご
と
し

細
野
千
枝
子

七
夕
の
こ
の
夕
母
の
逝
き
し
こ
と

偲
び
つ
つ
杖
に
病
廊
試
歩
す里

見
絹
枝

逝
く
夏
を
惜
し
み
て
舞
う
か
黒
き
蝶

花
な
き
柚
子
の
葉
末
に
遊
ぶ鈴

木
芳
子

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
歩
み
そ
れ
ぞ
れ
に

老
い
て
又
逢
う
盆
の
寺
庭海

老
根
し
げ

短
歌
（
一
般
）

竜り
ん
ど
う胆

の
花
の
ひ
そ
か
に
咲
い
て
お
り

山
す
そ
あ
わ
く
灯ひ

と
も
す
様
に

鬼
久
保
里
子

我
が
家
に
も
家
族
が
増
え
て
に
ぎ
や
か
に

子
猫
の
し
ぐ
さ
に
声
し
て
笑
う

熊
切
た
か
江
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〝
大
森
米
〟
な
ん
か
が
で
き
た
ら
面
白
い
よ

ね
。
こ
れ
か
ら
人
口
は
減
っ
て
い
く
。
で
も
、

そ
の
減
り
方
を
少
な
く
し
た
い
。
失
わ
れ
た

も
の
を
留
め
て
お
い
て
、引
っ
ぱ
り
上
げ
る
。

こ
れ
ま
で
よ
り
も
大
変
な
作
業
で
す
よ
。
今

が
踏
ん
張
り
ど
こ
ろ
。
で
も
、

戻
す
の
は
、海
、山
、川
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
」。

　
川
掃
除
の
後
は
昼
食
の
炊
き
出
し
。
と

い
っ
て
も
、
た
だ
の
炊
事
で
は
な
い
。
海
辺

の
地
区
が
津
波
で
被
災
し
た
こ
と
を
想
定
し

た
、
災
害
用
包
装
米
（
※
）
の
炊
き
出
し
訓

練
だ
。こ
こ
で
は
女
性
陣
が
手
際
良
く
、次
々

と
災
害
用
包
装
米
を
茹
で
上
げ
て
い
く
。
そ

の
米
を
受
け
取
り
に
来
た
若
者
た
ち
に
「
ど

う
も
若
者
！
あ
り
が
と
う
！
」
と
、
友
達
の

よ
う
に
声
を
掛
け
る
松
﨑
さ
ん
。
お
互
い
笑

顔
を
見
せ
合
っ
た
か
と
思
え
ば
、
早
く
も
女

性
陣
と
、
次
は
ど
ん
な
道
具
が
必
要
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
よ
う
な
話
が
進
ん
で
い
る
。
み

な
さ
ん
、
実
に
活
気
に
満
ち
、
張
り
の
あ
る

表
情
だ
。「
能
力
と
い
う
の
は
潜
在
し
て
し

ま
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
い
い
具
合
に
つ
つ

く
ヤ
ツ
が
そ
の
能
力
を
引
き
出
す
ん
で
す
。

そ
れ
に
、
最
初
は
少
人
数
で
ち
ょ
っ
と
の
こ

と
で
も
ね
、
何
か
を
や
り
始
め
る
と
、
徐
々

に
み
ん
な
が
動
き
始
め
る
ん
で
す
よ
」。
な

る
ほ
ど
。
さ
す
が
日
頃
生
徒
た
ち
を
〝
つ
つ

い
て
〟
い
る
松
﨑
先
生
で
あ
る
。

　
「
僕
は
五
〇
年
以
上
後
を
考
え
て
い
る
ん

で
す
。
将
来
、
川
が
き
れ
い
で
、
田
ん
ぼ
も

し
っ
か
り
あ
っ
て
、
農
業
を
や
っ
て
み
た
い

な
、な
ん
て
人
が
出
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
。

会
場
で
は
、
ち
び
っ
こ
た
ち
か
ら
ご
年
配
の

方
ま
で
、
皆
が
拍
手
を
贈
る
中
、
ア
ン
コ
ー

ル
の
声
が
挙
が
り
始
め
た
。

　
「
み
ん
な
が
集
ま
れ
る
場
が
あ
る
と
い
い

と
思
う
ん
で
す
。
最
初
は
お
年
寄
り
だ
け

だ
っ
て
い
い
。
楽
し
い
場
に
な
れ
ば
、
や
が

て
孫
を
連
れ
て
来
た
り
ね
。
ま
ず
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
よ
。
何
か
目
的
が
で
き
る

と
い
い
じ
ゃ
な
い
」
と
、松
﨑
さ
ん
は
語
る
。

　
「
コ
レ
？
大
森
サ
ミ
ッ
ト
だ
よ
」
と
、
仲

間
と
と
も
に
航
空
写
真
の
上
に
乗
っ
か
っ

て
、
ニ
ヤ
リ
と
笑
う
松
﨑
さ
ん
。「
大
森
の

全
体
マ
ッ
プ
を
こ
う
や
っ
て
広
げ
て
さ
、
こ

こ
を
こ
う
し
よ
う
と
か
、
話
し
て
い
く
ん
で

す
ね
」。
松
﨑
さ
ん
の
自
宅
の
一
角
に
設
け

ら
れ
た
〝
サ
ミ
ッ
ト
会
場
〟
は
、
め
い
め
い

飲
み
物
や
食
べ
物
を
持
込
み
つ
つ
、
地
元
の

方
た
ち
が
定
期
的
に
や
っ
て
来
る
集
い
の
場

で
も
あ
る
。

　
現
在
は
田
ん
ぼ
の
圃ほ

場
整
備
事
業
に
つ
い

て
議
論
中
。
航
空
写
真
で
大
森
を
俯ふ
か
ん瞰
す
れ

ば
、田
ん
ぼ
の
曲
線
の
様
子
も
一
目
瞭
然
で
、

整
備
後
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
や
す
い
。
議
論

か
ら
、
農
機
具
の
共
同
利
用
や
営
農
組
合
の

組
織
化
な
ど
、
具
体
的
な
提
案
も
な
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
太
鼓
の
演
奏
も
大
森
サ
ミ
ッ
ト
も
、
こ
の

ま
ま
で
は
い
ず
れ
「
集
落
が
な
く
な
る
」
と

い
う
危
機
感
が
根
底
に
あ
る
。「〝
忘
れ
ら
れ

た
大
森
〟
だ
よ
、
勝
浦
の
は
じ
っ
こ
で
さ
。

で
も
、
忘
れ
ら
れ
ち
ゃ
な
ら
な
い
。
私
も
あ

と
十
年
は
が
ん
ば
り
た
い
。
せ
め
て
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
へ
道
筋
だ
け
は
つ
け
た
い
。
明
る

い
中
山
間
地
域
に
し
て
い
き
た
い
ん
で
す
」。

そ
の
道
筋
の
端
緒
は
、
早
く
も
別
の
機
会
に

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
「
大
森
全
体
と
し
て
や
る
の
は
初
め
て
。

各
所
、
参
加
し
て
や
っ
て
く
れ
た
ね
。
や
っ

ぱ
大
勢
の
力
っ
て
す
ご
い
な
」。
鬱う
っ
そ
う蒼

と
し

た
竹
薮
が
伐き

り
拓
か
れ
、
明
る
く
な
っ
た
川

を
前
に
、松
﨑
さ
ん
が
感
慨
深
げ
に
呟
い
た
。

十
月
の
は
じ
め
、松
﨑
さ
ん
が
音
頭
を
取
り
、

初
め
て
集
落
総
出
で
、
大
森
を
流
れ
る
川
の

掃
除
、
環
境
整
備
が
行
わ
れ
た
。

　
「
僕
ら
は
子
ど
も
の
頃
、
こ
の
川
で
遊
ん

で
た
ん
で
す
よ
」
…
…
あ
の
頃
の
川
の
風
景

が
少
し
ず
つ
甦
る
。
す
る
と
、「
こ
こ
ホ
タ

ル
出
る
ん
だ
よ
。
台
で
も
作
っ
て
よ
、
ホ
タ

ル
観
賞
し
よ
う
！
こ
こ
、
大
森
で
一
番
出
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
、
会
話
も
弾
ん
で
く

る
。「
山
や
川
っ
て
、
人
間
の
土
台
、
情
緒

を
育
む
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。
今
、
い
じ

め
と
か
自
殺
と
か
あ
る
で
し
ょ
？
心
を
取
り
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「
山
に
響
い
て
す
ご
か
っ
た
ね
！
」「
い

や
ー
、
素
晴
ら
し
か
っ
た
！
い
い
も
ん
見
せ

て
も
ら
っ
た
!!
」
…
…
演
奏
が
終
わ
っ
た
後

も
、
未
だ
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
催
し
会
場
。
十

月
中
旬
、大
森
地
区
の
秋
祭
り
の
宵よ
い
み
や宮
に〝
大

森
囃
子
連
・
木
更
津
総
合
高
校
和
太
鼓
合
奏
〟

が
行
わ
れ
た
。

　
今
年
は
例
年
通
り
の
お
囃
子
に
加
え
、
大

森
区
長
で
あ
る
松
﨑
久
彦
さ
ん
が
木
更
津
総

合
高
校
の
講
師
を
務
め
て
い
る
縁
か
ら
、
同

高
校
和
太
鼓
部
の
演
奏
が
実
現
し
た
。
松
﨑

さ
ん
は
「
木
更
津
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
る
も

の
で
す
か
ら
、
な
に
か
恩
返
し
が
で
き
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
て
。
集
落
の
み
な
さ

ん
に
世
話
に
な
っ
て
ま
す
か
ら
ね
」と
笑
う
。

1947年11月15日生まれ。
68 歳。勝浦市大森出身。自
衛隊員として活躍後、30 年
以上にわたり教職に就く。現
在は木更津総合高校の講師と
して日本史を教える。今年の
4 月から大森区長に。妻と母
の 3 人暮らし

み
ん
な
が
集
ま
れ
る
場
を

や
る
し
か
な
い
で
し
ょ
、
一
度
ス
タ
ー

ト
し
た
ら
、
誰
も
が
死
に
向
っ
て
い
く
。

な
ら
、
パ
ワ
フ
ル
に
、
楽
し
く
、
明
る
く

行
こ
う
じ
ゃ
な
い
。
人
間
の
一
生
な
ん
て

あ
っ
と
い
う
間
。
一
瞬
を
ど
う
光
ら
せ

る
か
な
ん
で
す
。
そ
し
て
、
人
が
変
わ
っ

て
も
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。
僕
ら
は
将
来
を
見
据
え
た
ス
パ
ン

で
素
地
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
ん
で
す
」。

　
今
、
集
落
に
一
つ
一
つ
積
み
重
ね
て
い
る

輝
く
想
い
が
、
や
が
て
未
来
の
風
景
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
。

大森集落首脳
会議中！？

川辺の薮を伐採する松﨑さん（上）。川に滞留した流木を取り除く大
森のみなさん（下）。大森にはこんな美しい滝もある（左）

川掃除の後に行なわれた炊き
出しは災害訓練を兼ねたもの

大森で迫力の演奏を披露してく
れた木更津総合高校和太鼓部の
みなさん。富士山太鼓祭主催和
太鼓甲子園で最優秀賞を受賞す
るなど、実力派だ

大森の航空写真や全体地図を広げ
ながら、集落の未来について議論

大
森
サ
ミ
ッ
ト

た
だ
の
川
掃
除
で
は
な
い

未
来
の
素
地
を
作
る

※強化ポリエチレンで包装
した米。釜で湯を沸騰させ
れば連続して炊飯できるた
め、大量炊飯が可能。炊飯
道具や茶碗等の道具も不要

か
つ
う
ら
し
い

ひ
と

人
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
ぬ
ま
っ
ち
特
派
員
が
勝
浦
の
様
々
な
モ
ノ
・
コ
ト
と
つ
な
が

り
地
域
で
活
躍
す
る
勝
浦
ら
し
い
人
＝「
か
つ
う
ら
し
い
ひ
と
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
！

取材・撮影・文・デザイン：沼尻亙司　イラスト：瀧川由貴子
記事の問合せ▶勝浦市企画課地域活力推進係　☎ 0470-73-3337

輝
か
せ
る
今
と
い
う
一
瞬
。

そ
の
光
を
、未
来
へ
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〝
大
森
米
〟
な
ん
か
が
で
き
た
ら
面
白
い
よ

ね
。
こ
れ
か
ら
人
口
は
減
っ
て
い
く
。
で
も
、

そ
の
減
り
方
を
少
な
く
し
た
い
。
失
わ
れ
た

も
の
を
留
め
て
お
い
て
、引
っ
ぱ
り
上
げ
る
。

こ
れ
ま
で
よ
り
も
大
変
な
作
業
で
す
よ
。
今

が
踏
ん
張
り
ど
こ
ろ
。
で
も
、

戻
す
の
は
、海
、山
、川
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
」。

　
川
掃
除
の
後
は
昼
食
の
炊
き
出
し
。
と

い
っ
て
も
、
た
だ
の
炊
事
で
は
な
い
。
海
辺

の
地
区
が
津
波
で
被
災
し
た
こ
と
を
想
定
し

た
、
災
害
用
包
装
米
（
※
）
の
炊
き
出
し
訓

練
だ
。こ
こ
で
は
女
性
陣
が
手
際
良
く
、次
々

と
災
害
用
包
装
米
を
茹
で
上
げ
て
い
く
。
そ

の
米
を
受
け
取
り
に
来
た
若
者
た
ち
に
「
ど

う
も
若
者
！
あ
り
が
と
う
！
」
と
、
友
達
の

よ
う
に
声
を
掛
け
る
松
﨑
さ
ん
。
お
互
い
笑

顔
を
見
せ
合
っ
た
か
と
思
え
ば
、
早
く
も
女

性
陣
と
、
次
は
ど
ん
な
道
具
が
必
要
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
よ
う
な
話
が
進
ん
で
い
る
。
み

な
さ
ん
、
実
に
活
気
に
満
ち
、
張
り
の
あ
る

表
情
だ
。「
能
力
と
い
う
の
は
潜
在
し
て
し

ま
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
い
い
具
合
に
つ
つ

く
ヤ
ツ
が
そ
の
能
力
を
引
き
出
す
ん
で
す
。

そ
れ
に
、
最
初
は
少
人
数
で
ち
ょ
っ
と
の
こ

と
で
も
ね
、
何
か
を
や
り
始
め
る
と
、
徐
々

に
み
ん
な
が
動
き
始
め
る
ん
で
す
よ
」。
な

る
ほ
ど
。
さ
す
が
日
頃
生
徒
た
ち
を
〝
つ
つ

い
て
〟
い
る
松
﨑
先
生
で
あ
る
。

　
「
僕
は
五
〇
年
以
上
後
を
考
え
て
い
る
ん

で
す
。
将
来
、
川
が
き
れ
い
で
、
田
ん
ぼ
も

し
っ
か
り
あ
っ
て
、
農
業
を
や
っ
て
み
た
い

な
、な
ん
て
人
が
出
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
。

会
場
で
は
、
ち
び
っ
こ
た
ち
か
ら
ご
年
配
の

方
ま
で
、
皆
が
拍
手
を
贈
る
中
、
ア
ン
コ
ー

ル
の
声
が
挙
が
り
始
め
た
。

　
「
み
ん
な
が
集
ま
れ
る
場
が
あ
る
と
い
い

と
思
う
ん
で
す
。
最
初
は
お
年
寄
り
だ
け

だ
っ
て
い
い
。
楽
し
い
場
に
な
れ
ば
、
や
が

て
孫
を
連
れ
て
来
た
り
ね
。
ま
ず
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
よ
。
何
か
目
的
が
で
き
る

と
い
い
じ
ゃ
な
い
」
と
、松
﨑
さ
ん
は
語
る
。

　
「
コ
レ
？
大
森
サ
ミ
ッ
ト
だ
よ
」
と
、
仲

間
と
と
も
に
航
空
写
真
の
上
に
乗
っ
か
っ

て
、
ニ
ヤ
リ
と
笑
う
松
﨑
さ
ん
。「
大
森
の

全
体
マ
ッ
プ
を
こ
う
や
っ
て
広
げ
て
さ
、
こ

こ
を
こ
う
し
よ
う
と
か
、
話
し
て
い
く
ん
で

す
ね
」。
松
﨑
さ
ん
の
自
宅
の
一
角
に
設
け

ら
れ
た
〝
サ
ミ
ッ
ト
会
場
〟
は
、
め
い
め
い

飲
み
物
や
食
べ
物
を
持
込
み
つ
つ
、
地
元
の

方
た
ち
が
定
期
的
に
や
っ
て
来
る
集
い
の
場

で
も
あ
る
。

　
現
在
は
田
ん
ぼ
の
圃ほ

場
整
備
事
業
に
つ
い

て
議
論
中
。
航
空
写
真
で
大
森
を
俯ふ
か
ん瞰
す
れ

ば
、田
ん
ぼ
の
曲
線
の
様
子
も
一
目
瞭
然
で
、

整
備
後
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
や
す
い
。
議
論

か
ら
、
農
機
具
の
共
同
利
用
や
営
農
組
合
の

組
織
化
な
ど
、
具
体
的
な
提
案
も
な
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
太
鼓
の
演
奏
も
大
森
サ
ミ
ッ
ト
も
、
こ
の

ま
ま
で
は
い
ず
れ
「
集
落
が
な
く
な
る
」
と

い
う
危
機
感
が
根
底
に
あ
る
。「〝
忘
れ
ら
れ

た
大
森
〟
だ
よ
、
勝
浦
の
は
じ
っ
こ
で
さ
。

で
も
、
忘
れ
ら
れ
ち
ゃ
な
ら
な
い
。
私
も
あ

と
十
年
は
が
ん
ば
り
た
い
。
せ
め
て
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
へ
道
筋
だ
け
は
つ
け
た
い
。
明
る

い
中
山
間
地
域
に
し
て
い
き
た
い
ん
で
す
」。

そ
の
道
筋
の
端
緒
は
、
早
く
も
別
の
機
会
に

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
「
大
森
全
体
と
し
て
や
る
の
は
初
め
て
。

各
所
、
参
加
し
て
や
っ
て
く
れ
た
ね
。
や
っ

ぱ
大
勢
の
力
っ
て
す
ご
い
な
」。
鬱う
っ
そ
う蒼

と
し

た
竹
薮
が
伐き

り
拓
か
れ
、
明
る
く
な
っ
た
川

を
前
に
、松
﨑
さ
ん
が
感
慨
深
げ
に
呟
い
た
。

十
月
の
は
じ
め
、松
﨑
さ
ん
が
音
頭
を
取
り
、

初
め
て
集
落
総
出
で
、
大
森
を
流
れ
る
川
の

掃
除
、
環
境
整
備
が
行
わ
れ
た
。

　
「
僕
ら
は
子
ど
も
の
頃
、
こ
の
川
で
遊
ん

で
た
ん
で
す
よ
」
…
…
あ
の
頃
の
川
の
風
景

が
少
し
ず
つ
甦
る
。
す
る
と
、「
こ
こ
ホ
タ

ル
出
る
ん
だ
よ
。
台
で
も
作
っ
て
よ
、
ホ
タ

ル
観
賞
し
よ
う
！
こ
こ
、
大
森
で
一
番
出
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
、
会
話
も
弾
ん
で
く

る
。「
山
や
川
っ
て
、
人
間
の
土
台
、
情
緒

を
育
む
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。
今
、
い
じ

め
と
か
自
殺
と
か
あ
る
で
し
ょ
？
心
を
取
り
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「
山
に
響
い
て
す
ご
か
っ
た
ね
！
」「
い

や
ー
、
素
晴
ら
し
か
っ
た
！
い
い
も
ん
見
せ

て
も
ら
っ
た
!!
」
…
…
演
奏
が
終
わ
っ
た
後

も
、
未
だ
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
催
し
会
場
。
十

月
中
旬
、大
森
地
区
の
秋
祭
り
の
宵よ
い
み
や宮
に〝
大

森
囃
子
連
・
木
更
津
総
合
高
校
和
太
鼓
合
奏
〟

が
行
わ
れ
た
。

　
今
年
は
例
年
通
り
の
お
囃
子
に
加
え
、
大

森
区
長
で
あ
る
松
﨑
久
彦
さ
ん
が
木
更
津
総

合
高
校
の
講
師
を
務
め
て
い
る
縁
か
ら
、
同

高
校
和
太
鼓
部
の
演
奏
が
実
現
し
た
。
松
﨑

さ
ん
は
「
木
更
津
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
る
も

の
で
す
か
ら
、
な
に
か
恩
返
し
が
で
き
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
て
。
集
落
の
み
な
さ

ん
に
世
話
に
な
っ
て
ま
す
か
ら
ね
」と
笑
う
。

1947年11月15日生まれ。
68 歳。勝浦市大森出身。自
衛隊員として活躍後、30 年
以上にわたり教職に就く。現
在は木更津総合高校の講師と
して日本史を教える。今年の
4 月から大森区長に。妻と母
の 3 人暮らし

み
ん
な
が
集
ま
れ
る
場
を

や
る
し
か
な
い
で
し
ょ
、
一
度
ス
タ
ー

ト
し
た
ら
、
誰
も
が
死
に
向
っ
て
い
く
。

な
ら
、
パ
ワ
フ
ル
に
、
楽
し
く
、
明
る
く

行
こ
う
じ
ゃ
な
い
。
人
間
の
一
生
な
ん
て

あ
っ
と
い
う
間
。
一
瞬
を
ど
う
光
ら
せ

る
か
な
ん
で
す
。
そ
し
て
、
人
が
変
わ
っ

て
も
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。
僕
ら
は
将
来
を
見
据
え
た
ス
パ
ン

で
素
地
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
ん
で
す
」。

　
今
、
集
落
に
一
つ
一
つ
積
み
重
ね
て
い
る

輝
く
想
い
が
、
や
が
て
未
来
の
風
景
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
。

大森集落首脳
会議中！？

川辺の薮を伐採する松﨑さん（上）。川に滞留した流木を取り除く大
森のみなさん（下）。大森にはこんな美しい滝もある（左）

川掃除の後に行なわれた炊き
出しは災害訓練を兼ねたもの

大森で迫力の演奏を披露してく
れた木更津総合高校和太鼓部の
みなさん。富士山太鼓祭主催和
太鼓甲子園で最優秀賞を受賞す
るなど、実力派だ

大森の航空写真や全体地図を広げ
ながら、集落の未来について議論

大
森
サ
ミ
ッ
ト

た
だ
の
川
掃
除
で
は
な
い

未
来
の
素
地
を
作
る

※強化ポリエチレンで包装
した米。釜で湯を沸騰させ
れば連続して炊飯できるた
め、大量炊飯が可能。炊飯
道具や茶碗等の道具も不要

か
つ
う
ら
し
い

ひ
と

人
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
ぬ
ま
っ
ち
特
派
員
が
勝
浦
の
様
々
な
モ
ノ
・
コ
ト
と
つ
な
が

り
地
域
で
活
躍
す
る
勝
浦
ら
し
い
人
＝「
か
つ
う
ら
し
い
ひ
と
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
！

取材・撮影・文・デザイン：沼尻亙司　イラスト：瀧川由貴子
記事の問合せ▶勝浦市企画課地域活力推進係　☎ 0470-73-3337

輝
か
せ
る
今
と
い
う
一
瞬
。

そ
の
光
を
、未
来
へ
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松
﨑
久
彦
さ
ん



平日 〇 〇 〇 〇 〇
土日祝 運休 〇 〇 〇 運休

コース名 B コース A コース A コース A コース C コース
勝 浦 駅 7:10 9:00 11:30 13:55 17:45
勝浦駅入口 7:10 9:00 11:30 13:55 17:45
勝浦ホテル
三 日 月 前 ↓ 9:01 11:31 13:56 17:46

勝浦下本町 ↓ 9:02 11:32 13:57 17:47
西 沢 ↓ 9:03 11:33 13:58 17:48
勝浦市役所 ↓ 9:05 11:35 14:00 17:50
車 庫 前 ↓ 9:06 11:36 14:01 17:51
塩 田 病 院 ↓ 9:07 11:37 14:02 17:52
勝 浦 四 角 ↓ 9:08 11:38 14:03 17:53
駅 入 口 7:11 9:09 11:39 14:04 17:54
春日台入口 7:12 9:10 11:40 14:05 17:55
保 健 福 祉
センター前 7:13 9:11 11:41 14:06 17:56

串浜中ノ台 7:14 9:12 11:42 14:07 17:57
郁 文
小 学 校 前 7:15 9:13 11:43 14:08 17:58

松 部 新 屋 7:16 9:14 11:44 14:09 17:59
松 部 橋 7:17 9:15 11:45 14:10 18:00
松部漁港前 7:18 9:16 11:46 14:11 18:01
砂 子 ノ 浦 7:20 9:18 11:48 14:13 18:03
吉 尾 7:22 9:20 11:50 14:15 18:05
海の博物館 7:23 9:21 11:51 14:16 18:06
真 光 寺 前 7:25 9:22 11:52 14:17 18:07
鵜 原 消 防
詰 所 前 7:26 9:23 11:53 14:18 18:08

清海小学校
入 口 7:27 9:24 11:54 14:19 18:09

茂 浦 入 口 7:28 9:25 11:55 14:20 18:10
守 谷 中 央 7:29 9:26 11:56 14:21 18:11
荒 熊 7:30 9:27 11:57 14:22 18:12
川上医院前 7:31 9:28 11:58 14:23 18:13
興津駅入口 7:32 9:29 11:59 14:24 18:14
興 津
郵 便 局 前 7:33 9:30 12:00 14:25 18:15

植 野 坂 下 7:34 9:31 12:01 14:26 18:16
28 街 区 7:39 9:36 12:06 14:31 18:21
ラグーナ湖畔 7:40 9:37 12:07 14:32 18:22
64 街 区 7:41 9:38 12:08 14:33 18:23
86 街 区 7:42 9:39 12:09 14:34 18:24
79 街 区 7:43 9:40 12:10 14:35 18:25
テニスコート前 7:44 9:41 12:11 14:36 18:26
38 街 区 7:45 9:42 12:12 14:37 18:27
12 街 区 7:46 9:43 12:13 14:38 18:28

平日 〇 〇 〇 〇 〇
土日祝 運休 〇 〇 〇 運休

コース名 B コース A コース A コース A コース C コース
28 街 区 7:39 9:36 12:06 14:31 18:21
ラグーナ湖畔 7:40 9:37 12:07 14:32 18:22
64 街 区 7:41 9:38 12:08 14:33 18:23
86 街 区 7:42 9:39 12:09 14:34 18:24
79 街 区 7:43 9:40 12:10 14:35 18:25
テニスコート前 7:44 9:41 12:11 14:36 18:26
38 街 区 7:45 9:42 12:12 14:37 18:27
12 街 区 7:46 9:43 12:13 14:38 18:28
植 野 坂 下 7:51 9:48 12:18 14:43 18:33
興 津
郵 便 局 前 7:52 9:49 12:19 14:44 18:34

興 津 駅 7:53 9:50 12:20 14:45 18:35
川上医院前 7:54 9:51 12:21 14:46 18:36
荒 熊 7:55 9:52 12:22 14:47 18:37
守 谷 中 央 7:56 9:53 12:23 14:48 18:38
茂 浦 入 口 7:57 9:54 12:24 14:49 18:39
清 海 小 学
校 入 口 7:58 9:55 12:25 14:50 18:40

鵜 原 消 防
詰 所 前 7:59 9:56 12:26 14:51 18:41

真 光 寺 前 8:00 9:57 12:27 14:52 18:42
海の博物館 8:01 9:58 12:28 14:53 18:43
吉 尾 8:02 9:59 12:29 14:54 18:44
砂 子 ノ 浦 8:04 10:01 12:31 14:56 18:46
松部漁港前 8:06 10:03 12:33 14:58 18:48
松 部 橋 8:07 10:04 12:34 14:59 18:49
松 部 新 屋 8:08 10:05 12:35 15:00 18:50
郁 文
小 学 校 前 8:09 10:06 12:36 15:01 18:51

串浜中ノ台 8:10 10:07 12:37 15:02 18:52
保 健 福 祉
センター前 8:11 10:08 12:38 15:03 18:53

春日台入口 8:12 10:09 12:39 15:04 18:54
駅 入 口 8:13 10:10 12:40 15:05 18:55
勝 浦 四 角 8:14 10:11 12:41 15:06 ↓
塩 田 病 院 8:15 10:12 12:42 15:07 ↓
車 庫 前 8:16 10:13 12:43 15:08 ↓
勝浦市役所 8:17 10:14 12:44 15:09 ↓
西 沢 8:19 10:16 12:46 15:11 ↓
勝浦下本町 8:20 10:17 12:47 15:12 ↓
勝浦ホテル
三 日 月 前 8:21 10:18 12:48 15:13 ↓

勝浦駅入口 8:22 10:19 12:49 15:14 18:56
勝 浦 駅 8:23 10:20 12:50 15:15 18:57

勝浦駅～興津～ミレーニア勝浦行 ミレーニア勝浦～興津～勝浦駅行

A コース　行き帰りとも市役所を経由
B コース　復路のみ市役所を経由
C コース　往路のみ市役所を経由

勝浦～興津～ミレーニア勝浦循環線の時刻表が変わりました
新しいノンステップバスが運行しております。路線バスをぜひご利用ください！！

【平成 27 年 10 月 1 日（木）時刻改正】

問合せ　小湊鉄道（株）　長南営業所　（☎ 0475-46-3581）
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市
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
65
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を

お
持
ち
で
な
い
方
を
対
象
に
、
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
を
申
請
に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
た
場
合
は
、
平
成
27
年
分
確
定
申
告
・

平
成
28
年
度
分
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
障
害
者

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

申
請
は
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
持

参
の
う
え
、
市
福
祉
課
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

認
定
要
件

○
要
介
護
度
１
～
５
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
お

り
、
要
介
護
認
定
資
料
の
主
治
医
意
見
書
に
お

け
る
障
害
高
齢
者
ま
た
は
認
知
症
高
齢
者
の
日

常
生
活
自
立
度
判
定
基
準
ラ
ン
ク
が
控
除
基
準

に
該
当
す
る
方

※
要
支
援
１
お
よ
び
２
の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

注
意
事
項

○
既
に
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方

は
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
を
受
け
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
平
成
27
年
分
確
定
申
告
、
平
成
28
年
度
分
住
民

税
の
申
告
に
は
、
平
成
27
年
12
月
31
日
時
点
で

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

福祉事業に活用させていただいている
　　　各基金の運用状況についてお知らせします

基金名 事業および充当額の内訳

石井久雄 福祉基金 ・石井久雄福祉手当（重度心身障害児および交通遺児を扶養している方に支
給） 175,000 円

小高御代 福祉基金

・小高御代福祉手当（心身障害児に福祉手当を支給） 820,000 円
・生活支援訪問介護事業（介護保険の該当にならない高齢者へ生活支援ヘル

パーを派遣） 1,237,077 円

・高齢者生きがい健康づくり事業（７０歳以上の高齢者に入湯料を助成） 5,256,001 円
・高齢者生きがい健康づくり事業（６５歳以上の高齢者に、はり・灸・マッ

サージ利用料の一部を助成） 222,570 円

・小高御代祝金（母子家庭児童の入学・就職に際し祝金を支給） 1,230,000 円

小高朋子 福祉基金 ・在宅介護福祉手当（ねたきり老人および重度認知症老人を常時介護する方
に支給） 1,005,000 円

小高昌伸 福祉基金 ・在宅介護福祉手当（ねたきり老人および重度認知症老人を常時介護する方
に支給） 1,005,000 円

君塚和 福祉基金 ・君塚和　独居老人日用品支給事業（７５歳以上の独居老人に年１回日用品
を支給） 851,760 円

問合せ　福祉課児童係　☎７３－６６１８

65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の

　
　
　
　障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
を
は
じ
め
ま
す

（平成２６年度決算　※平成 25 年度事業費に充当）

○
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
は
市
の
判
定
基
準
に

基
づ
き
判
定
す
る
た
め
、
認
定
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

○
認
定
書
の
発
行
に
は
、
通
常
申
請
か
ら
１
週
間

程
度
か
か
り
ま
す
。

○
昨
年
、
障
害
者
控
除
の
認
定
を
受
け
た
方
に
つ

い
て
も
、
改
め
て
障
害
者
控
除
の
認
定
を
受
け

な
け
れ
ば
、
控
除
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
毎
年
、
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

問
合
せ

　

申
請
受
付
・
認
定
は
…　

　

福
祉
課
福
祉
係
（
☎
73
‐
６
６
１
９
）

　

税
に
関
す
る
こ
と
は
…

　

税
務
課
課
税
係
（
☎
73
‐
６
６
２
３
）
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相談日

12月
●相　　談　　名

日付（曜日） 時　間 場　所 問合せ（予約）（☎番号）

●合同相談（行政相談・人権相談・心配ごとの相談など）

１日（火） １３時～１５時
（受付時間）

保健福祉センター 社会福祉協議会（７３－６１０１）

８日（火） 市役所 市民課　　　 　（７３－６６１２）

●市民法律相談（★予約制・先着順５名まで・１名につき３０分間）

１０日（木）
１３時～１６時 市役所 総務課（７３－６６４６）

２５日（金）

●家庭教育相談（家庭教育問題）

月・火・水・金曜日 ８時３０分～１６時 社会教育課 社会教育課（７３－６６６５）

●学校教育に関する相談

火・水・金曜日 ８時３０分～１６時 教育課 教育課（７３－６６６４）

●消費生活相談

月～金曜日 ９時～１６時３０分
電話相談 千葉県消費者センター

（０４７－４３４－０９９９）土曜日 ９時～１６時

●損害保険に関する相談、トラブル解決機関（★電話および面談）

祝日を除く月～金曜日 ９時１５分～１７時 そんぽＡＤＲセンター
東京

日本損害保険協会　そんぽＡＤＲセンター東京
（０５７０－０２２－８０８）

●弁護士による交通事故無料相談　（★予約制・面談のみ）

第３水曜日 １３時３０分～１５時３０分 電話で確認 日本損害保険協会　そんぽＡＤＲセンター東京
（０５７０－０２２－８０８）

●女性のための総合相談

祝日を除く火～日曜日 ９時３０分～１６時 電話相談 千葉県男女共同参画センター
（０４－７１４０－８６０５）

●男性のための総合相談

火・水曜日 １６時～２０時 電話相談 千葉県男女共同参画センター
（０４３－２８５－０２３１）

●精神障害者の自立・社会参加に関する相談

水・日・祝・年末年始を
除く毎日

来所相談 : １０時～１７時
大多喜町上原７８６ いすみ地域活動支援センターレインボー

（８２－２２２０）電話相談 : ９時～１８時

●ちばライフサポートセンター　くらし何でも相談

祝日を除く
月～金曜日 １０時～１７時 電話相談 （社）千葉県労働者福祉協議会

（０１２０－５３－４１４１）

●千葉南東部地域若者サポートステーション（若者の就労・自立の支援）（★予約制）

祝日を除く
月～金曜日 ９時３０分～１６時３０分 茂原市役所 千葉南東部地域若者サポートステーション

（０４７５－２３－５５１５）

●２４時間健康相談ダイヤル

年中無休 ２４時間対応 電話相談 ０１２０－１４３－２５１

●振り込め詐欺専用ダイヤル

祝日を除く
月～金曜日 ８時３０分～１７時１５分 電話相談 振り込め詐欺　専用ダイヤル

（０１２０－４９４－５０６）

※市役所の閉庁日は、土曜日・日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）です。

まずは相談してみませんか？
  悩みごと、わからないことなど、
  お気軽に相談を
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インフォメーションガーデン

お
知
ら
せ

入
札
結
果
の
公
表

刑法犯認知件数【少ない順】〔１～９月〕　

９月末は県内 37 市中、第２位でした。
※道路交通法、覚せい剤取締法などの特別法犯を除く

順位 市 累計 前年比
１ 南房総市 162 － 21 件
２ 勝 浦 市 165 ＋ 29 件
３ いすみ市 198 － 114 件

ご み 処理状況〔９月〕　(   ) 内は前年同月比
■９月分処理量：647.974t(7.29% 減 )
　平成２７年度累計　3,687.655t
　（内訳）○可燃ごみ：535.480t（6.41% 減）
　 　　  ○資源ごみ：112.494t（11.27% 増）

市民のうごき〔10月現在〕
( 　) 内は前月比

■人口１９，１５６人（５５減）
　○男　９，６７５人（２６減）
　○女　９，４８１人（２９減）
　　転　　入：　３４人
　　転　　出：　５４人
　　出　　生：　　６人
　　死　　亡：　３５人
　　職権消除：　　４人
　　国外移住：　　２人
■９，２３７世帯（１９減）

交通事故件数〔10 月〕
勝浦警察署　☎７３－０１１０

交通事故　４７件　
○人身事故…　９件　
　　死者数：　０人
　　傷者数：１４人
○物損事故…３８件

消防署の出動〔10 月〕
勝浦消防署　☎８０－０１３４
(　 ) 内は消防団の出動
■火災： ０件（０）
■救急：　８５件

  

◆
工
事
名 
◆
工
事
場
所 

◆
工
期

  

◆
落
札
業
者
名 
◆
契
約
金
額

○
道
路
局
部
改
良
工
事
（
細
田
小
谷

行
司
線
）

・
松
部
地
内

　

11
／
６
～
Ｈ
28
／
１
／
22

　

㈱
磯
本

　

１
，
７
９
２
，
８
０
０
円

○
排
水
整
備
工
事（
渕
ノ
上
カ
ケ
下
線
）

・
部
原
地
内　

11
／
６
～
12
／
11

　

㈱
磯
本　

　

９
３
９
，
６
０
０
円

○
舗
装
修
繕
工
事（
街
路
）（
平
田
王
子
線
）

・
興
津
地
内　

11
／
６
～
12
／
７

　

㈲
滝
川
工
務
店

　

６
１
４
，
５
２
０
円

○
舗
装
復
旧
工
事
（
市
道
松
部
吉
尾

鵜
原
線　

外
７
路
線
）

・
鵜
原
地
先　

外
９
箇
所

　

11
／
６
～
12
／
21

　

㈲
滝
川
工
務
店

　

８
３
８
，
０
８
０
円

○
舗
装
復
旧
工
事
（
市
道
中
谷
廻
り

山
線　

外
３
路
線
）

・
串
浜
地
先　

外
４
箇
所

　

11
／
６
～
12
／
21

　

㈱
伊
藤
工
務
所

　

７
５
３
，
８
４
０
円

○
舗
装
復
旧
工
事
（
市
道
部
原
川
津

勝
浦
線　

外
２
路
線
）

　

わ
が
子
に
自
立
し
て
ほ
し
い
と
願

う
保
護
者
向
け
に
、
親
塾
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

若
者
た
ち
は
ど
ん
な
考
え
や
気
持

ち
で
い
る
の
か
を
理
解
し
、
保
護
者

を
含
め
大
人
が
知
っ
て
お
く
べ
き
若

者
へ
の
接
し
方
や
声
か
け
の
方
法
な

ど
を
学
び
ま
す
。
親
子
の
関
係
修
復

か
ら
わ
が
子
の
就
労
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
た
め
に
、
ま
ず
は
大
人
の
皆
さ
ん

か
ら
変
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

12
月
12
日
㈯　

13
時
～
15
時

場
所　

市
原
青
少
年
会
館　

集
会
室

参
加
費　

無
料
（
予
約
制
）

申
込
期
限　

12
月
９
日
㈬

※
電
話
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い（
土
、

日
、
祝
日
除
く
９
時
～
17
時
）

申
込
・
問
合
せ　

ち
ば
南
東
部
地
域

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
０
４
７
５

−

23

−

５
５
１
５
）

・
部
原
地
先　

外
６
箇
所

　

11
／
６
～
12
／
21　

㈲
磯
野
建
設

　

５
８
３
，
２
０
０
円

○
避
難
路
整
備
工
事（
豊
浜
小
学
校
裏

避
難
路（
急
傾
斜
地
新
官
６
地
区
））

・
新
官
地
先

　

11
／
６
～
Ｈ
28
／
１
／
22

　

佐
久
間
建
設
㈱

　

２
，
１
１
６
，
８
０
０
円

○
災
害
防
除
工
事
（
松
野
中
倉
市
野

川
線
）

・
中
倉
地
内

　

11
／
６
～
Ｈ
28
／
１
／
22

　

㈲
磯
野
建
設

　

２
，
３
５
４
，
４
０
０
円

○
市
営
住
宅
万
名
浦
団
地
解
体
工
事

（
万
名
浦
団
地
３
号
棟
、
４
号

棟
、
６
号
棟
、
７
号
棟
）

・
川
津
地
内

　

11
／
６
～
Ｈ
28
／
１
／
29

　

㈲
佐
久
間
工
業　

　

３
，
３
４
８
，
０
０
０
円

○
清
海
小
学
校
体
育
館
屋
根
防
水
改

修
工
事

・
鵜
原
地
内

　

11
／
６
～
Ｈ
28
／
１
／
29

　

㈱
沢
工
務
店　

　

８
，
１
８
６
，
４
０
０
円

○
市
道
草
刈
業
務
委
託
（
勝
浦
荒
川

線　

外
２
路
線
）

・
串
浜
地
内　

外

　

11
／
６
～
12
／
18

　

㈲
吉
清
工
業

　

３
，
１
５
３
，
６
０
０
円

○
市
道
草
刈
業
務
委
託
（
興
津
台
宿

線
）

・
興
津
久
保
山
台
地
内　

外

　

11
／
６
～
12
／
18　

㈱
大
森
組

　

３
，
９
６
３
，
６
０
０
円

○
市
道
草
刈
業
務
委
託
（
大
沢
台
宿

線　

外
３
路
線
）

・
浜
行
川
地
内　

外

　

11
／
６
～
12
／
18　

㈱
磯
本

　

２
，
５
９
２
，
０
０
０
円

○
市
道
草
刈
業
務
委
託
（
松
野
中
倉

市
野
川
線
）

・
松
野
地
内　

外

　

11
／
６
～
12
／
18　

㈱
磯
本

　

１
，
０
４
７
，
６
０
０
円

○
路
面
性
状
調
査
業
務
委
託
（
部
原

川
津
勝
浦
線　

外
24
路
線
）

・
部
原
地
内　

外
24
箇
所

　

11
／
６
～
Ｈ
28
／
３
／
10

　

㈱
パ
ス
コ
千
葉
支
店

　

７
，
４
５
２
，
０
０
０
円

○
福
祉
避
難
所
用
備
蓄
食
料
等

・
勝
浦
市
役
所

　

11
／
６
～
12
／
11

　

㈱
千
葉
ト
ー
ハ
ツ
商
会

　

９
２
０
，
１
６
０
円

○
勝
浦
東
部
漁
港
機
能
保
全
計
画
策

定
業
務
委
託
（
水
域
施
設
）
（
勝

浦
東
部
漁
港
）

・
部
原
地
先　

他
３

　

11
／
６
～
Ｈ
28
／
３
／
22

　

㈱
セ
ン
ク
21

　

１
４
，
０
４
０
，
０
０
０
円

○
松
部
漁
港
機
能
保
全
計
画
策
定
業

務
委
託
（
松
部
漁
港
）

・
松
部
地
先

　

11
／
６
～
Ｈ
28
／
３
／
22

　

㈱
東
洋
設
計
千
葉
支
店

　

１
３
，
３
９
２
，
０
０
０
円

○
勝
浦
市
総
合
戦
略
策
定
支
援
業
務

委
託
⑶
（
千
葉
県
立
大
原
高
等
学

校
若
潮
キ
ャ
ン
パ
ス
）

・
新
官
地
内

　

11
／
６
～
Ｈ
28
／
３
／
18

　

㈱
オ
オ
バ
千
葉
支
店

　

２
，
８
０
８
，
０
０
０
円

問
合
せ　

財
政
課
契
約
検
査
係

 

（
☎
73

−

６
６
４
９
）

第
３
回

親
塾
セ
ミ
ナ
ー
開
催
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募

　

  

集

インフォメー

防 災時記 　第32回（11月）
　「白馬村の奇跡」

第１日曜日 １２月　６日

8：30～12：30第３日曜日 １２月２０日

第３日曜日 　１月１７日

 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が必要です。

問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ

　昨年の１１月２２日夜１０時８分、長野県北部で震
度６弱の地震が発生しました。白馬村では７４棟が損
壊し、２６名が倒壊家屋の下敷きとなりましたが、全
員が救出され「白馬村の奇跡」と呼ばれました。
　死者ゼロの奇跡をもたらした要因は「共助の力」だっ
たといわれています。白馬村では雪下ろしや村の諸行
事を通じて地域の強い絆が築かれており、「どこに誰
が住んでいるか」だけでなく「どの部屋で寝ているか」
までご近所が把握していたため、地震直後から救助活
動を開始することができました。
　また、消防団や自主防災組織がチェーンソーや
ジャッキ、発電機などの使用法に習熟しており、各種
器材を駆使して手際良く救助できたことも大きな要因
でした。
　このように、地域の絆のパイプが太ければ太いほど、
被害を最小限に抑えることができることは、他の災害
事例でも明らかです。ご近所で力を合わせて救助活
動が行えるように日ごろから地域の絆を深めるととも
に、防災器材の訓練も怠らないようにしましょう。

日　付 イベント 時　間 料金 主　催

11/29 ㈰ 宝くじふるさとワクワク劇場 in 勝浦 
～吉本新喜劇～ 15:00 ～ 2,000 円・全席指定

※チケット発売中 芸術文化交流センター

12/6 ㈰ 第 30 回夷隅郡市コーラス発表会 未定 入場無料 夷隅郡市合唱連盟

12/13 ㈰ ファミリーコンサート in クリスマス 2015 14:00 ～ 入場無料 勝浦アンサンブル同好会

12/23 ㈬ 劇団わらび座
演劇「舞楽詩　風の又三郎」上演 15:00 ～

一般前売 2,500 円
一般当日 3,000 円
高校生以下前売 1,200 円
高校生以下当日 1,500 円

芸術文化交流センター
※チケット発売中

1/9 ㈯ 黒沼ユリ子 ヴァイオリンリサイタル in 勝浦
～トークを交えて千葉の仲間たちと共に～

14:00 ～ 

一般前売 2,500 円
一般当日 3,000 円
高校生以下前売 1,200 円
高校生以下当日 1,500 円
※チケット発売中

芸術文化交流センター

1/31 ㈰ 第 3 回勝浦落語会 未定 未定 勝浦らくご館

行事予定
問合せ　勝浦市教育委員会
勝浦市芸術文化交流センター
☎７３－１００１　FAX ７３－００３３
　  geibun@city-katsuura.jp

　

勝
浦
市
で
は
、
保
育
士
（
臨
時
職

員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員　

若
干
名  

応
募
資
格

①
昭
和
25
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方 

②
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者 

業
務
内
容　

市
内
保
育
所
で
の
保
育

業
務
全
般

勤
務
時
間　

１
日
７
時
間
45
分
、
週

38
時
間
45
分
（
日
曜
・
祝
祭
日
・

年
末
年
始
は
休
業
）

※芸術文化交流センター主催イベントのチケットについては、電話・ＦＡＸ・メールでチケットの予約（取り置き）ができます。

保
育
士（
臨
時
職
員
）

賃
金
等　

１
日
８
，
０
０
０
円
（
時

給
１
，
０
３
２
円
）

・
通
勤
距
離
に
応
じ
交
通
費
支
給

・
契
約
期
間
に
応
じ
有
給
休
暇
付
与

・
勤
務
時
間
に
応
じ
各
種
社
会
保
険

に
加
入
い
た
だ
き
ま
す
。

・
労
働
災
害
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

受
付
期
間
な
ど　

随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
が
、
定
員
と
な
り
次
第
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
採

用
は
、
選
考
（
面
接
）
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

手
続
き　

雇
用
は
、
市
に
臨
時
職
員

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
方
の
中

か
ら
選
考
（
面
接
）
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。
勤
務
を
希
望
さ
れ
る
方

は
「
臨
時
職
員
登
録
」
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

登
録
に
必
要
な
「
臨
時
職
員
登
録

依
頼
書
」
は
総
務
課
に
あ
り
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

面
接
日　

臨
時
職
員
登
録
完
了
後
に

担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

臨
時
職
員
登
録
に
つ
い

て:

総
務
課
職
員
係
（
☎
73

−

６
６
４
３
・ 

選
考
（
面
接
な

ど
）
に
つ
い
て: 

福
祉
課
児
童
係

（
☎
73

−

６
６
１
８
）　
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『わが家の癒し系』

父　君塚　景太　さん
母　　　　愛　　さん（沢倉）

昇
しょうた

太くん（H27 年 1月生まれ・男の子）
しょうたしょうたしょうた

『
広
報
か
つ
う
ら
』
次
号
は
12
月
4
日（
金
）発
行
で
す
。

編
集
・
発
行 
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「伝える
　ということ」

勝浦中学校　２年　

吉清　勇翔

　私は将来，父のような人になりたいです。
　私の父は漁業をやっています。そのため、毎
朝家を出るのは早いです。最も早いときは日の
出前、３時くらいに家を出ます。そして、お客
さんを船に乗せて、朝・昼・晩と仕事をしてい
ます。時には忙しいから昼ご飯が食べられない
ということもあります。休みは毎月の第一、第
三土曜日しかありません。私の目には、そんな
自分の時間を削って一生懸命に働いている父の
姿が焼き付いています。
　私の父は、私達家族のことを思って毎日とても
一生懸命に働いています。そんな家族思いの父親
に私はなりたいです。
　みなさんも、家族の働く姿を見てみてはいかが
でしょう。

「あこがれの姿」

　６月の理想郷にとんぼ
が飛び　、山ゆりが咲い
ている様子をかきました。

清海小学校　６年

関　優花

〔
６
月
の
理
想
郷
〕

水
彩
画

勝浦中学校　２年　　　　

鈴木　志得
　私の将来の夢は、「英語を使いこなせる人」に
なることです。具体的にいうと、通訳あるいは英
語の教師になりたいと思っています。日本語と同
様に英語を聞き取り、伝えられる人になりたいの
です。
　そのように考えるようになったきっかけは、外
国の人に話しかけられて、英語ですらすら答える
若い女性を見たことでした。「かっこいいな」と
素直にそう思いました。
　今、日本にはたくさんの外国の方がいて、言葉
の壁にぶつかることが多いと思います。国が違え
ば，文化も慣習も違います。お互いに理解し合う
ためには言葉は必要不可欠です。私はその橋渡し
ができる人になりたいです。

アイドル 登場 !

『アイドル』を大募集中！
　お子さん（未就学児）の氏名（ふりがな）・性別・
生年月日・30 字以内のコメントと両親の氏名・
住所・ご連絡先を添えて、写真を同封のうえ
応募ください。写真は返却いたします。

応募先　企画課広報統計係（☎ 73-6657）


